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｢ 駆込み訴え｣

出 小林 エ レキ(i 加 )

騨 済 南多 く, b )

厨 太宰沿

夕叶過 る喀 麺 . 一人の 男が駆け込ん で きて ｢申し
上けます｣ と慕 え出 る ｡ それ か ら男は 円 い年虻
｢あ の 方｣ へ の 彙を斬り ､ 受け 取られぬ悲 しみを

語り ､ そ して 憎しみ を諮 り尽くす ｡ 老羞哀 楽の ジ
ェ ッ ト コ ー

ス タ ー

. そ して 結論lま ｢ 侵 して下 さ
い｣ と決まっ て い る｡ だから訴え出たのだ .

原作 lこ忠実 で ありなが ら ､ 転作と俳♯の 新 しい 魅
力を 引出し ､ 札幌 S P R 初演 を経て 昨年本家 大飯 に

参戦 ､ そして 仙台 へ 】 [f m 札幌】

判

｢無敵拳コ マ ツ｣

揖 斎藤 大典 欄 田烹囚Ⅳ

濱 益 円礼智(■団無同島)

押 回久隣 膿 団鳥国鳥)

中学 時代 ､ ともに校威 の 片■で パ ン を食っ てい た

銅銭 生コ マ ツ , 彼の死 に方の 仕事 は ､ 地 球征∬を

8 i む異星人 と■う人権運動雲だ り た 中学時代

に厳 から託 され た秘伝 ノート ｢無敵半｣ を手に .

わた しは纏の遭去 を■ ぐことにな るかもしれない ｡

仙台 で 捜 自の コ メ ディ を∬ り緩け る■ 団無掬鰭か

ら再 びお送りす る一人芝居は . ■粗鋼設 畔からの
メ ン バ

ー 3 人によるアクシ ョ ン活■L

｢次 の 場所まで さよ うな ら ｡ ｣

ぬ 中嶋久美 子(bI 皿 b 】 血 )

脚 二 朗松田( はち手れること 撒 い ブラウス の会)

革東宝介 触 . 血 d d ｡つ

才能 に溢れ ､ 夢を抱く 若幹子 . 白鳥 ｡ しかし ､ 力

こそ が正義とされ る世界 の 中で ､ 純 真な心 は徐 々

に黒く 塗りつ ぶされ ､ そ の ス ピ ー ドは強 さを手に

入れ る毎に 加屈 して いく- . 友‡乱 家族 . 信仰 ､

き切 り ､ 絶望 ､ そ して 栄 光 . 大人の 階段 の 踊り場

で手lこした ､ 洗いlま失っ た艶とは .

中嶋 久美子 がお送りす る 異色の サス ペ ン ス フ ァ ン
タジ ー

｡ 大阪上演以後 ､ 札繊
･

三 重 に続 き遂に 仙
台に 上陸 】 【h o m 大 阪

｢ B IG M A ふI A ｣

出 際西忠佑

脚 深 澤 野正 樹(紆距■男題≡サイル)

場末の ス ナッ ク ｢ B I G 仙人 吐乳 . 煙草の 臭 い が

染み付い た ソ フ ァ
ー

｡ 峻を被っ たボ トルキ
ー プの

ウイ ス キ
ー

｡ 古臭 いカ ラオケの 機は ｡ そ この マ マ

はⅠ4 0 】{g の 大女 . 今 日も閑散と した店内に ､
マ マ

由歌声が書き渡る ｡ なんつ っ て ｡

l山台を代表する 二枚 日俳優原 西忠佑を ､ 短距欄周

遊 ミサイル の 総 合i 産出 を経める澤野iE 総力!女装さ

せ るわ太 らせ るわ と旨 菖しく 演出 ｡ お客様 に ､

｢ こんな願両親 たこ となl ) ｣ と言っ て い ただけた

ら本 乳

丁
･

ヽ

･

･
･
ヽ

▽馳㊤ m ㊥£龍野包□凹包別㊤ 昏⑥』⑨D[P ㊤ 曲 『m 包m ¢㊤ 欣専念仕日野a]♂R ㊤｡
出 = 相済 卿 = ■本 濱 = 演出 頗 = 原作

東北 飯
"

最 強 の 一

人 芝 居 フ ェ ス テ イ ′i ル
"

毎年､ 大飯 ･ イ ンデ ィ ペ ン デ ン トシ ア タ ー で 行わ れ る最強の ′
一

人芝 居 フ ェ ス テ ィ バ ル

｢ I N D E P E N D E N T ｣ ｡
Z O l l 年 更に 行わ れ た ジ ャ パ ンツ ア ー 仙台公演 を経て ､

二 年 ぶ りに , 仙 台に I N I ) E P E N D E N T が締 っ て き ま す｡ 今 回は ､ 東北 の 創 り手

を 中心 と した東北版の第
一

回 臥 仙台 の実力派俳優 二 人 を迎 え､ 本家大阪 で高い 評価

を得た札幌 と大阪の俳優が競演し ます. 是非 ご期待くだ さい ! l

照明 : 高輪璽希 / 舌響 : 本能柘 ( K ∫ⅣI S O t ∬ D W O E S ) / 虹 色監督 : 軸 内ヰ史 ( .t v itl)

宜転業 編 : T .A . (且t Y n l) / 制 作 : 凛慮 時生 / プロ デ ュ
ー サ ー : 姦悪 治 ( トライボッ F ) . 相 内峰 史

圭靡 : I N D E 托 洲 D E N T 〔b m 抑止k 山 / ･共靡
: トラ イポ ッ ド / 企繭

･

苛作
･

運営 : (株) p の E P 耶 ) E N T

コ ン セ プチ ュ ア ルな 劇場プロ デ ュ
ー ス とア グ レ ッ シ ブな活動で 全葺か ら注 目 を集 め る 大阪 イ ンディ ペ ン

デ ン ト シア タ ー カ㍉2 0 0 1 年か ら 毎年1 1 月に 開催 して い る r 最 強の一人 芝居 フ ェ ス = I N D E P E N D E N T ｣ ,

俳優 と作演 出 家に よ る ユ ニ ッ トが ､ 様 々 な ス タイ ル
･

表 現手 法 の ソ ロ ア ク ト で競演す る■場 の 看 板企 繭

に は . こ れ まで 本衰大 阪だ け で も全 回か らの ぺⅠ3 4 人の俳■ が 挑戦 し ､ 予選や地 域参加作 を含める と2 0 0

作品以 上 を世 に 送 り出 して い る ｡ 多 くの観雲 と創り字 を丘 了 して きた こ の フ ェ ステ ィ パ ル 軋 2 0 1 1 年 夏

に は
､ 丘 遷 さ れた 珠 玉 の セ レク シ ョ ン 再 演で ､ 全 回7 高市( 大阪

･

東京
･

仙 台 ･ 福 円 ･ 札幌 ･ 三 重 ･ 沖 縄) を∬

断 ｡ 2 0 Ⅰ2 年か らそ の ネ ッ トワ
ー ク を活 か し , 地 域拠 点 で の 愕 控プ ロ ジ ェ ク トを 開始 ｡ 現 在 大転 以 外 に国

内4 竃芦蒋 で 松城 債 を関 取 きらな る 加速 度 で
一 人 芝居の 歴 史と表現 を 聖顔 して い る ｡

l 司 閲 ■董鰯贋訂ご二
~

_

モ抱7 ′ニノ
1 5 :3 0 ～ El 口【ヨ
1 8 :0 0 ～ ロEllヨ

モ冶β伯)
1 3 :0 0 ～ 日E】El
1 5 :3 0 ～ 8 【ヨE】
● れIl ■ H :1 ■■

.
行い l 点 . : l■■

せ 1 ブ ロ ッ クは上 潮 釣9 8 分

¢ ス テージごとの 上 皿 が異なるの で ご注芸 下卦 れ

醐 酢
て~

毎 年1 1 月の 大 飯で の 朋 Ⅷ E f
■E N D E N T に

Iま ､ 何回 か俳 附 こつ いて 行っ た ｡

フ ェ ス に は 独特の 器財I気が ある ｡ 客 席 もも

ちろ ん そ う だが ､ バ ッ ク ヤ ー F も
｡

俳 儀たち はラ イ バ ル で あ りな が ら何 時に ,

チ ー ム で も あ る ｡ 繁 摘 と連 帯感 ｡ そ れぞ

れ がベ ス トを尽 くす 中で , あ る 肝要 は 一次

に つ なげ た い｣ と 言っ た ｡ ある 俳優 は r 舞

台 の 上 に そ の 日そ こ に た っ た俳優の 克 が

あ っ たJ と言 っ た ｡

2 0 1 1 年 雲 の 全tヨツ ア ー で i ま､ 色 々 な偶 然

が 重な り あ っ て 乱跡的 に 仙 台公 演 が出 来

た｡ あの 時 の メ ン バ ー は 今 も ､ 鵬 を超え

て 仲 が良 い ,

今 崗は そ れ以 来の ､ 工N D E P E N D E N T の 仙

台 上陸 とな る ｡
ベ ス トを尽く す俳優 たちの

姿 を楽 しみ に する な と い うの は ､ 牡 し い 凸

よ ね ?

m プ ロデ ューサー森忠治

､

､

$ 匠則匝盈ロ♂仙台

■1 日通し券 (合計 昨 品観点 可)

前売 : 2 ,5 0 0 円 / 当日 : 3 ,0 0 0 円

■1 ブロ ッ ク券 ( 珊 為銀■可)

前売 : 2 , 0 0 0 円 / 当 日 : 2 ,5 0 0 円

●C o Ri c b チ ケ ッ ト [予 約]

[ P C] b 恥 / / ti c k e L c o d c h 血/ a p p l y / 4 7 0 1 9 /

[ 携帯] htt p こ// tic k e L c o r l d l お/ a p p l y / 4 7 0 1 9/ - 1
* C o El d l チケ ッ トにて ご予約

→

当 日会■受付にて ご# 事.
◆ 貞義 チケッ トの 発 剃まござい ません .

●下記お 問い 合わせ 先で もご予約を承ります｡

招
･

圃 ･ 臣ヨ 転注て､

m E P E N D E N T 匡l

● T E I 一 = 0 9 0- 8 5 3 2- 2 2 8 0
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エ ル リー - ク仙台 ス タ ジオ ホ
ー

ル

〒9 8(ト8 5 5 5

仙台薄青葉区一番町4-1 ト1 三越京樽着通り館

T E L
.
: 0 2 2-2 6 8- 8 3 0 0 (1 4 1 ビル褐F

∈) 但下鋲 r 勾彗魚公tヨm 下 Ⅰ拝､ 繭l 番出口より量a 下郡に 釣茸

○ バ ス 闇 工 会芸 所1苛｣･また接
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